日本語の話し言葉についての研究 : 縮約形を中心に by アグス サドリアンサ,
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2. 3. 1. [o］の脱落








































(b）「どこか」＞「どっかJ (koka > kka) 
一「お姉ちゃんなんかと・ユかへ行っちゃえ」
「お姉ちゃんなんかどiかへ行ってしまえ」
2. 3. 2. [a］の脱落 Cra > r > n)
一「あたしって冷たいのかなあ。よくわか企ないけどJ
- rわたしといって冷たいのかな。よくわか止ないけどJ











2. 3. 5. [u］の脱落 (nu > n)
ー「起こしてすまんJ
「起こしてすまぬJ















2. 3. 7. [ou］の脱落 (nou > n)
一「ムリないか。この秋からショックなことばっか起こったから、あたしとち」
「ムリないか。この秋からショックなことばっかり起こったから、あたしのうちj

























































































































その辿ってきた歴史の中での、 「がJ や fを l を必須のものとしなかった名残りといって





以上、述べた用例には、目的絡絡助調「をJ の脱落が10用例、係助詞 fはj の脱落が 6
用例、与格格助調「に／へJ の脱落が 4用例、主格助詞「がJ の脱落が 2用例、終助調









り j は「やっぱ」になり、 「ぽっかり」は「ばっかJ と用いられる。
3. 3. 単音の脱落
日本語の音節構造は v.cv.csv.c の4 種類がある。この中， rcvJ の「v J の脱落の例
である。
a. 単独で起きているもの











例えば、 niwa > nia > nj百＞ nja, tewa > tea > tj冨＞ tja 、 dewa > d巴a > dfa > 3' a 
の場合は，［w］が脱落したのちに［ia］の母音が融合して揃音になったもの。更に長音が単音








(gozaru）となり「あるJ を丁寧に「あります」と言い添えて、 「ござりますJ といってい
るのだが、段々発音が崩れて、現代語では（swza imasu）となっている。 「今日はJ [konni 
chiwa］が同じ目的を達するためには、手段のはなるべく骨折りの少ない方が選ばれて、現




ア語も例外ではないのだ。例えば、［pergi > pegi] 「行く J , [sampai > sampe] 「着く J
[kalau > kalo］に．えば」、 [tetapi > tapi］「しかしJ などのような縮約形や脱落が
よく見られる。実際のインドネシア語会話の例を取り上げようと思う。
Yulia hanya senyum tertahan melihat adik-adiknya Ida dan Agus yang sedang berduｭ
et. Mereka berdua berkurung di kamar. Dan Yulia mengetuk pintu. 
”S iapa?”, seru Agus. 
” Yu !” 




” Buka 血盟”， kata Yulia. 
” Kita lagi rekaman＿旦ih". kata Agus. 
"Yul ikut 血盟”， kata Yu I ia.
3旦些 bisa", kata Agus. ” Ini duet, bukan trio”. 
Ida memegang bahu ad i knya. 
” Biar Yul masuk 坐!L.. kata Ida pada Yanto. 
















即時uap • nguap （欠伸する）
mendapat • dapat （得る）
mendehem • dehem （咳払いをする）
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